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はじめに

新型コロナウイルス感染症については、大規模な地震や風水害などの災害発生時に多くの

区民等が避難所に集まることで感染拡大のリスクが高くなることから、避難所における感染

症対策が重要となっています。

本マニュアルは、避難者及び避難所を運営する防災拠点運営委員会や職員等（以下「避難

所運営従事者」という。）の安全を確保するため、避難所の開設・運営時に必要な新型コロ

ナウイルス感染症対策をまとめたものです。

区分 基本的な対応

発熱・体調不良者  体調不良者専用居室で受け入れます。

濃厚接触者

（健康観察期間中）

 自宅等が被災し、在宅避難ができない濃厚接触者は、

濃厚接触者専用居室で受け入れます。

感染者

（軽症者、無症状者）

 自宅等が被災し、在宅避難ができない感染者は、一時

的に感染者専用居室で受け入れます。

上記以外の一般避難者  一般避難者は次のとおり各居室で受け入れます。

高齢者・障害のある人：要配慮者優先居室

乳幼児・妊産婦：乳幼児・妊産婦世帯優先居室

負傷者：負傷者優先居室

上記以外の避難者：一般避難居室

※発熱・体調不良者、濃厚接触者、感染者（以下「感染者等」という。）の対応

は、職員が行います。

※避難者の健康観察を定期的に行い、発熱等による体調不良者や症状が悪化した

方を確認した場合は、医療救護所及び災害対策本部に報告します。

なお、感染者の移送先や移送手段は、東京都と保健所が調整します。
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避難所における避難者受け入れの基本的な考え方は、次のとおりとします。

Ⅰ 避難者受け入れの基本的な考え方



１．避難者の受入フロー

3

•避難者名簿記入

一般避難者

•検温
•体調確認

発熱・体調不良者 感染者（軽症者等）

負傷者 医療救護所

一般避難居室

避難所の開設

要配慮者
優先居室

乳幼児・妊産婦
世帯優先居室

感染者専用居室体調不良者専用居室

負傷者
優先居室

※一般避難居室での滞在が難しい要配慮者（高齢者、障害のある人、
妊産婦など）を受け入れます。

 発熱等症状
のない人

 感染者等

校庭・公園で一時待機

濃厚接触者

濃厚接触者専用居室

受付①受付②

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



２．避難者の受入手順

１ 事前準備

 マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋を着用します。

 感染者等を対応する職員は、防護服も着用します。

 施設の出入口にアルコール消毒液を配置します。

 受付①（検温・体調確認場所）に、机、イス、クリアフェンス、非接触

型体温計、体調確認票［様式１］、筆記用具、マスク（避難者用）、ア

ルコール消毒液を準備します。

 受付②（避難者名簿記入場所）に、机、イス、クリアフェンス、避難者

名簿、筆記用具、ファイル、ビニール袋（外履き保管用）、アルコール

消毒液を準備します。

２ 校庭・公園への誘導

 アルコール消毒液で手指消毒を行った後、校庭や公園などの広い場所に

誘導します。

 負傷者は、医療救護所に誘導して応急処置、検温・体調確認、避難者名

簿の記入を行います。

 待機列は、人と人との間隔を２ｍ（最低１ｍ）とります。

３ 検温・体調確認

 避難者の受入体制が整い次第、受付①に誘導し、検温・体調確認（非接

触型体温計、体調確認票［様式１］を使用）を行います。

 マスクを持参していない避難者には、マスクを配布します。

 検温時に、体調確認票［様式１］の１・２への該当の有無を確認します。

 該当しない方は、体調確認票［様式１］に記入してもらいます。

 １・２のいずれかに該当する方は、検温担当が記入し専用区域を担当

する職員に感染者等と体調確認票［様式１］を引き継ぎます。

 検温・体調確認により“発熱等症状のない人”は、受付②に誘導します。

 検温・体調確認により“感染者等”は、一般避難者とは別の動線から専

用居室に誘導します。

 感染者等は、専用居室で避難者名簿に記入してもらい、専用区域で体

調確認票［様式１］と避難者名簿を管理します。

 避難者が使用した筆記用具は、適宜消毒します。
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Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



5

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応

４ 避難者名簿記入

 体調確認票［様式１］により、発熱等の症状がないことを確認します。

 避難者名簿に記入した後、体調確認票［様式１］と避難者名簿を回収し、

世帯ごとにまとめて受付で管理します。

 体調確認票［様式１］は、避難者名簿に記載した全員分を回収します。

 避難者が使用した筆記用具は、適宜消毒します。

５ 避難居室への誘導

 体調確認票[様式１]と避難者名簿を回収後、次のとおり避難居室に誘導

します。

 高齢者・障害のある人等：要配慮者優先居室

 乳幼児・妊産婦：乳幼児・妊産婦世帯優先居室

 上記以外の避難者：一般避難居室
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●準備物

品目 配置場所 備考

マスク、フェイスシールド、
使い捨て手袋、防護服

避難所運営従事者が着用

アルコール消毒液 受付①・②
体調確認票・避難者名簿記入時に
使用

机・イス 受付①・②

クリアフェンス 受付①・②

非接触型体温計 受付① 検温に使用

体調確認票［様式１］ 受付① 体調確認に使用

筆記用具 受付①・②

マスク（避難者用） 受付① マスクを持参していない避難者用

避難者名簿 受付②

ファイル 受付② 避難者名簿の保管に使用

ビニール袋
（外履き保管用）

受付② 避難者の外履き保管用に配布

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



玄関
受
付
②

負傷者
優先居室

要配慮者
優先居室

乳幼児・
妊産婦世帯
優先居室

❸感染者等の動線を確保し、専用居室に誘導
します。

２ｍ
（最低１ｍ）

受入体制が整うまで、校庭や公園などで待機してもらいます。 校庭

避難者受入時のレイアウト

一般避難居室
（体育館）

一般避難
居室

一般避難
居室

更衣室

トイレ

感染者等
の動線

境界線

受付①

･･･避難者

［凡例］

･･･アルコール消毒液設置場所

❶手指消毒し、校庭
や公園などに誘導
します。

❷受入体制が整い次第、受付①に誘導し、
手指消毒後、検温・体調確認を行います。

❹手指消毒後、避難者名簿に記入し、
各避難居室に誘導します。
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Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



受付①・②のレイアウト

受付①
（検温・体調確認）

クリアフェンス

 避難者の受入体制が整い
次第、誘導します。

 待機列は、人と人との間
隔を２ｍ（最低１ｍ）と
ります。

①検温

②体調確認

①検温

②体調確認

 避難者名簿に記入後、
一般避難居室へ誘導
します。

受付②
（避難者名簿記入）

クリアフェンス

イス

 発熱等症状のない人は
受付②へ誘導します。

 感染者等は、一般避難者
とは別の動線から専用居
室へ誘導します。

･･･避難所運営従事者

･･･避難者

［凡例］
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机 机

机机

机 机 机 机

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応

●準備物
［受付①］
机、イス、クリアフェンス、
非接触型体温計、体調確認
票、筆記用具、マスク

［受付②］
机、イス、クリアフェンス、
避難者名簿、筆記用具、
ファイル、ビニール袋、
アルコール消毒液
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専用区域内のゾーニング

感染者
専用居室

体調不良者
専用居室

濃厚接触者
専用居室

あ

感染者専用区域 濃厚接触者、体調不良者専用区域

男
女

ト
イ
レ

男
女

ト
イ
レ

境界線
※養生テープ

［様式１］ 

 

 

 

   月   日  名前         

 該当する項目に“☑”をしてください。  

☐ １．陽性者で自宅療養中ですか？ 

☐ ２．濃厚接触者で健康観察中ですか？ 

（咳・発熱等）  
 

☐ ３．37.5℃以上の発熱はありますか？ 

☐ ４．咳がありますか？ （喘息などの慢性呼吸器

疾患の方は除きます） 

☐ ５．喉の痛みはありますか？ 

☐ ６．息苦しさはありますか？ 

☐ ７．倦怠感、寒気、頭痛、関節痛はありますか？ 

☐ ８．味や臭いを感じられない状態ですか？ 

☐ ９．腹痛、下痢、吐き気、おう吐はありますか？ 

☐ 10．その他（発疹、結膜炎などの症状） 

※１つでも該当する方は、専用居室へ 

                         

☐ １～10 に該当する症状等はありません。 

※発熱等症状のない方は、避難者名簿の記入へ 

体  調  確  認  票 

※過去 10 日以内に次の症状があった方も、 
☑ してください。 

いずれか１つ以上に該当
→体調不良者専用居室へ

１．に該当
→感染者専用居室へ

２．に該当
→濃厚接触者専用居室へ

避難者名簿記入場所へ

体調確認票［様式１］による避難者の振り分け



１ 事前準備

 マスク、フェイスシールドを着用します。
 アルミマット、ござ、毛布、エアマット、間仕切りテント、簡易ベッド

を防災拠点倉庫から各避難居室に運び出します。

２ 避難居室の設営

 アルミマットやござで居住区画を確保します。また、避難者１人に毛布、
エアマットを１枚ずつ配置します。

 要配慮者優先居室や乳幼児・妊産婦世帯優先居室は、必要に応じて間仕
切りテントで居住区画を確保します。
 居住区画は、１人４㎡を目安にします。

 各避難居室の通路は２ｍ確保します。
 居室の出入口にアルコール消毒液を配置します。

３．避難居室の設営手順

［専用居室の居住区画］
感染者等を受け入れる専用居室の居住区画は、間仕切りテントを使

用します。

●避難居室別物品リスト

感染者専用居室 間仕切りテント、毛布、エアマット、アルコール消毒液

濃厚接触者専用居室 間仕切りテント、毛布、エアマット、アルコール消毒液

体調不良者専用居室 間仕切りテント、毛布、エアマット、アルコール消毒液

一般避難居室 アルミマット、ござ、毛布、エアマット、アルコール消毒液

負傷者優先居室 ござ、毛布、エアマット、簡易ベッド、アルコール消毒液
※簡易ベッドは、必要に応じて使用します。

要配慮者優先居室 ござ、間仕切りテント、毛布、エアマット、簡易ベッド、ア
ルコール消毒液
※間仕切りテントと簡易ベッドは、必要に応じて使用します。

乳幼児・妊産婦世帯
優先居室

ござ、間仕切りテント、毛布、エアマット、簡易ベッド、ア
ルコール消毒液
※間仕切りテントと簡易ベッドは、必要に応じて使用します。
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各避難居室のレイアウト

Ａ．専用居室（間仕切りテントで居住区画を確保）

［考え方］
 感染者等は、間仕切りテント１張で１人を受け入れます。
 居住区画ごとに番号を付け、感染者等を把握します。

通路（２ｍ）

換気窓 換気窓 換気窓

出入口 出入口

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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【間仕切りテント】
規格：205×205×170ｃｍ

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



Ｃ．要配慮者優先居室等（間仕切りテントで居住区画を確保）

［考え方］
 間仕切りテント１張で１世帯２人まで受け入れます。

［アルミマット（縦２ｍ×横１ｍ）の使用枚数］

１m

２m

１人の場合２枚 ２人の場合３枚 ３人の場合４枚

４㎡ ６㎡ ８㎡２㎡

１枚

※居住区画は、家族が１人増えるごとに１枚追加します。

通路（２ｍ）

・・・

0.5ｍ

荷物置き場等

就寝スペース等

[２人家族] [３人家族]

・・・

通
路
（
２
ｍ
）
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Ｂ．一般避難者の避難居室（アルミマットで居住区画を確保）

［考え方］
 アルミマットは、家族が１人増えるごとに１枚追加します。
 居住区画の中央を就寝スペース及び生活空間とし、両側を荷物置き場などに

することで、隣との間隔を１ｍ確保します。

※ござを使用する場合は、ござ２畳（3.3㎡）で居住区画を確保し、
隣との間隔を0.5ｍとります。

４㎡

通路（２ｍ）

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



１ 方針

 避難居室や医療救護所などを除き、避難者が密集する場所は原則開放しませ

ん。なお、使用しない場所は「立入禁止」と表示します。

２ 主な場所

 食堂

 キッズルーム

 女性専用スペース

※場所を開放する場合は、密集しないよう利用時間や人数を制限したり、

校庭や公園などに広い場所を確保するなどの工夫をします。

４．開放しない居室等
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１ 事前準備

 配給の時間・場所を決めて、避難者に掲示物や施設内放送設備を使用し
て周知します。

 マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋を着用します。
 配給場所に机、イス、クリアフェンス、食料、アルコール消毒液、ごみ

袋を準備します。
 食事の際には、ごみ袋を「食べ残し」、「燃やすごみ」に分類して配置

します。
 不燃ごみやプラスチック類がある場合は「燃やさないごみ」、「プラ

マーク」のごみ袋を配置します。

２ 配給

 配給は、所定の場所で行います。
 準備ができたら、避難者に施設内放送設備等で案内し、受け取りに来て

もらいます。
 待機列は、人と人との間隔を２ｍ（最低１ｍ）とります。
 配給前に、手指消毒をしてもらいます。
 食料・物資をテーブルの上に置き、避難者に直接受け取ってもらいます。

３ 配給後

 ごみは、避難者が分別してごみ袋に捨ててもらいます。
 配給後は、机・イス等を清掃・消毒します。

５．食料・物資の配給手順

［専用区域での配給］
感染者等との直接の接触を避けるため、所定の場所に置き、受け渡

しを行います。

●準備物

品目 配置場所 備考

マスク、フェイスシールド、
使い捨て手袋

避難所運営従事者が着用

アルコール消毒液 配給場所 食料の配給時に使用

クリアフェンス 配給場所 配給場所に配置

机・イス 配給場所 配給場所に設置

ごみ袋 配給場所 ごみの分別を考慮して配置
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食料・物資配給時のレイアウト

Ａ．一般避難者への配給

机
食料保管
場所

2m2m2m

養生テープ

2m2m2m

食料を机に置いて、避難者に
受け取ってもらいます。

クリアフェンス

Ｂ．感染者等への配給

［考え方］
 感染者等との直接の接触を避けるため、所定の配給場所に食料・物資を置き、

受け渡しを行います。

15

感染者
専用居室

体調不良者
専用居室

濃厚接触者
専用居室

あ

感染者専用区域 濃厚接触者、体調不良者専用区域

男
女

ト
イ
レ

男
女

ト
イ
レ

境界線
※養生テープ

配給場所 配給場所

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



Ｃ．食堂での配給

［食堂で食事をする場合の留意事項］
原則として各避難居室で食事をしてもらいますが、食堂を使用する

場合は、次の点に留意します。
 食堂内が過密にならないように、食事時間をずらしたり、人数を

制限するなどの工夫をします。
 席は、向かい合わせを避けてイスを配置します。
 食堂内は、窓を開けて定期的に換気をします。
 入室時に手指消毒をしてもらいます。
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Ⅱ 避難所開設・運営時の対応

机

机机

机 机

アルコール消毒液

ク
リ
ア
フ
ェ
ン
ス



１ 事前準備

 マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋、防護服を着用します。
 雑巾、次亜塩素酸ナトリウム、水、バケツなどを準備します。
 清掃・消毒の際には、ドアや窓を開けて換気をします。
 次亜塩素酸ナトリウムを水で希釈して、消毒液を作ります。
※消毒液の作り方は、「次亜塩素酸消毒液の作り方マニュアル（P.32）」
を参照してください。

２ 清掃時

 消毒液を浸した雑巾で、ドアノブ、手すり、手洗い場など、人がよく触
れる場所を拭きとります。

 消毒後は、必ず清潔な布や雑巾で水拭きし、乾燥させます。
※材質によっては、変色や腐食を起こす場合があるため、必ず水拭きを
します。

３ 次亜塩素酸ナトリウムの注意事項

 次亜塩素酸ナトリウムは、容器に記載してある「希釈倍率」に従い希釈
します。

 手指消毒には絶対に使用しないでください。
 消毒液の噴霧（空間除菌）は、絶対にしないでください。
 消毒液は、作り置きしないでください。
 製品（次亜塩素酸ナトリウム）のパッケージに記載してある“使用上の

注意”を守り、正しく取り扱ってください。

６．避難所内の清掃・消毒

汚れがなくても、１日３回を目安に清掃・消毒を行います。
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出典：「新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック」
（NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD））

ＵＲＬ：https://www.jrat.jp/wp-content/uploads/2020/05/JVOADsupportbook_.pdf

人の手がよく触れる場所

消毒場所
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●準備物

品目 備考

マスク、フェイスシールド、
使い捨て手袋、防護服

避難所運営従事者が着用

次亜塩素酸ナトリウム 水で希釈して使用

水、バケツ プール等の水を使用

雑巾（清潔な布等も可） 施設の備品を使用

Ⅱ 避難所開設・運営時の対応



１ 事前準備

 マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋、防護服を着用します。
 ほうき、ちりとり、雑巾、ブラシ、次亜塩素酸ナトリウム、水（生活用

水）、バケツ、ごみ袋、便袋、トイレットペーパー、アルコール消毒液
を準備します。

 ドアや窓を開けて換気します。
 次亜塩素酸ナトリウムを水で希釈して、消毒液を作ります。
※消毒液の作り方は、「次亜塩素酸消毒液の作り方マニュアル（P.32）」
を参照してください。

 汚物（使用済み便袋）の入ったごみ袋を外に出します。

２ 清掃時

 ほうきで床をはきます。
 消毒液を浸した雑巾やブラシで便座、フタ、レバー、手すり、洗面台な

どの人の手がよく触れる場所を消毒します。
※材質によっては、変色や腐食を起こす場合があるので、必ず水拭きをし
ます。

３ 清掃後

 汚物（使用済みの便袋）の入ったごみ袋は、空気を抜いて口をしっかり
結び、避難所のごみ集積場所で保管します。

 清掃用具を片付けます。
 アルコール消毒液、便袋、トイレットペーパー、ごみ袋を交換・補充し

ます。
 石けんやハンドソープでの手洗い、またはアルコール消毒液で手指消毒

をします。

７．トイレの清掃・消毒

［専用区域のトイレ清掃］
感染者等が使用するトイレを清掃する際には、次の点に留意します。
 清掃作業は、上記２と同様に行います。
 専用区域のトイレで発生したごみ（清掃時に着用したマスクや防

護服等も含む）は、感染性の廃棄物として、ごみ袋を２重にし、
一般のごみと区別できるよう表示した上で、ごみ集積場所で保管
します。

汚れがなくても、１日３回を目安に清掃・消毒を行います。
※清掃手順は「トイレ清掃マニュアル（P.33）」を参考にしてください。
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トイレのレイアウト

●準備物

品目 備考

マスク、フェイスシールド、
使い捨て手袋、防護服

避難所運営従事者が着用

次亜塩素酸ナトリウム 水で希釈して使用

水、バケツ プール等の水を使用

清掃用具
（ほうき、ちりとり、雑巾、
ブラシ）

施設の備品を使用

アルコール消毒液

交換・補充用
ごみ袋

便袋

トイレットペーパー

［凡例］

･･･アルコール消毒液の設置場所

･･･便袋置き場

･･･汚物用（使用済み便袋）
ごみ袋置き場

小便器
※断水時は使用しないこと！

手洗い場 清
掃
用
具
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８．ごみの処理

１ 事前準備

 マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋、防護服を着用します。
 交換用のごみ袋を準備します。

２ 処理

 ごみ袋からあふれたごみは、素手で拾わず、清掃用具や使い捨て手袋を
着用して拾います。

 ごみ袋は、空気を抜いて口をしっかり結び、避難所のごみ集積場所で保
管します。

 ごみ袋は、一般避難者の区域から発生した「一般のごみ」と感染者等の
専用区域から発生した「感染性の廃棄物」に分けて、ごみ集積場所で保
管した後、廃棄します。

［専用区域のごみの処理］
感染者等の専用区域から発生したごみを処理する際には、次の点に

留意します。
 避難所運営従事者が着用したマスクや防護服等も感染性の廃棄物

として廃棄します。
 ごみ袋は、２重にします。
 一般のごみと区別するため、ごみ袋に「感染性の廃棄物」などの

表示をします。

避難所内の良好な衛生環境を保つため、ごみがあふれないよう避難者に周
知します。
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Ⅲ 専用居室での医師による医療対応

感染者等を専用居室で受入

医師が感染者等を診察

避難所で療養・経過観察
災害対策本部が医療機関と調整・
医療機関への搬送依頼

症状が軽い

重篤化

症状が重い

① 医療救護所に配置された医師が、感染者等の診察を行います。

② 診察を行った医師が、症状が重く、避難所で療養できないと判断し

た場合は、災害対策本部に医療機関への搬送を依頼します。

③ 災害対策本部は、災害医療コーディネーターと調整し、搬送先や搬

送手段を確保し、避難所から医療機関へ重病患者を搬送します。

④ 症状が軽いと診断された感染者等に対して、医師は経過観察を行い

ます。なお、症状が重篤化したと診断した場合には、②・③と同様

に処理します。

≪医師の医療対応≫
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掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所

Ⅳ 掲示物

１．避難所運営従事者への留意事項

［基本事項］
避難者の入退所は、常に避難者名簿で管理します。
避難居室の入室時、食事の前、トイレの後などは必ず手洗いまた
は手指消毒をします。

避難所に入る者（避難者、訪問者など）は、必ず受付で手指消毒
を行った後、検温・体調確認をします。

災害対策本部への避難者数の定時報告は、「避難者収容状況報告
書［様式３］」を使用して行います。

避難居室、廊下・トイレは、常時開放します。
避難居室は、３０分に１回（数分程度）の換気を行います。
一般避難区域と専用区域との移動をしないことを徹底します。
消毒液、トイレットペーパー、ごみ袋などは定期的に確認し、使
い切る前に補充します。

避難所内に「密閉空間」、「密集場所」、「密接場面」を作らな
いように工夫します。

避難者の人権・プライバシーに配慮します。

［健康管理］
避難者と避難所運営従事者の健康状態を「健康確認シート［様式
２－１］」を使用して、１日２回（朝・夕）確認します。

発熱・咳などの体調不良者を確認した場合は、職員に報告します。

［食料・物資の配布］
食料・物資を配給する際には、直接手渡しせずに、机の上に置い
て避難者に取ってもらいます。

配給時の混雑を避けるため、配給場所を複数設けたり、避難居室
ごとに配給時間を変えるなどの工夫をします。

［清掃・消毒］
机、イス、手すり、ドアノブ、トイレなど、多くの人が触る場所
は定期的（目安：１日３回）に清掃・消毒を行います。

清掃・消毒の際には、マスク・フェイスシールド・使い捨て手袋
などを着用します。

［ごみの処理］
ごみの分別ルールを確認して、避難者に周知します。
ごみ箱からあふれたごみを直接触らないよう注意します。
ごみ袋は、空気を抜いて口をしっかりと結び、ごみ集積場所で保
管した後、廃棄します。

ごみを捨てた後は、石けんやハンドソープでの手洗い、または消
毒液で手指消毒をします。
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掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所

Ⅳ 掲示物

２．専用区域での留意事項

 専用区域を担当する職員を２～３名決めます。

 防護服等は留意事項を確認の上、取り扱います。

 感染者等を受け入れるにあたり、専用区域の動線（階段・通路）、

専用居室、トイレ、食料・物資の配給場所を確保します。

 感染者等への人権・プライバシーに配慮します。

 「感染者等を排除するのではなく、感染対策上の対応」であるこ

とを心掛けます。

 専用区域に立ち入る際は必ずマスク、フェイスシールド、使い捨

て手袋、防護服を着用し、入退室時に消毒液で手指消毒をします。

 感染者等が専用区域から移動しないように注意します。

 感染者には“発症日”、濃厚接触者には“健康観察終了日”を確

認します。

 体調不良者や濃厚接触者の健康状態を「健康確認シート［様式２-

１］」を使用して１日２回（朝・夕）確認します。

 感染者には「健康確認シート［様式２-２］」を使用し、

パルスオキシメーターにより血液中の酸素飽和度（SpO2値）

も測定します。

 体調不良者や濃厚接触者等の症状が悪化した場合は、避難所（医

療救護所）の医療従事者に報告します。なお、医療従事者が不在

の場合は、災害対策本部へ報告します。

 食料・物資の配給は、専用の置き場所や時間を決め、直接の接触

を避けます。

 専用区域で発生したごみ（専用居室に入室するために着用した防

護服等も含む）は、「感染性の廃棄物」と表示し、ごみ袋を２重

にしてごみ集積場所で保管した後、廃棄します。



・フェイスシールド
・マスク

・使い捨て手袋

・防護服

個人用防護具着用の留意事項

❶着用前に手指消毒をする。

❷マスクは鼻と口をしっかり覆う。

❸フェイスシールドは顔と目をしっかり
覆う。

❹使い捨て手袋と防護服から手首が露出
しないようにする。

25

掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所

Ⅳ 掲示物

３．個人用防護具（ＰＰＥ）の着用



出典：「新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知って
おこう～」（首相官邸HP）

ＵＲＬ：https://www.kantei.go.jp/jp/content/000059525.pdf

掲示場所：避難所出入口、避難居室、廊下
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Ⅳ 掲示物

４．咳エチケット



出典：「手洗い手順リーフレット」（厚生労働省）
ＵＲＬ：https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000334135.pdf

掲示場所：トイレ、手洗い場
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Ⅳ 掲示物

５．流水での手洗いの方法



出典：「流水で手洗いできない場合の手指消毒について」（厚生労働省）
ＵＲＬ：https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000334134.pdf

掲示場所：避難所出入口、避難居室、トイレ、手洗い場、専用区域の廊下
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Ⅳ 掲示物

６．アルコール消毒液を使用した手指消毒の方法



マスクの着用にご協力ください。

避難所内は室内履きに履き替えましょう。【土足厳禁】

避難居室に入る前に、必ず消毒液で手指消毒をしましょう。

食事の前やトイレの後は、石けんやハンドソープで手を洗

いましょう。なお、水が使えない場合は、消毒液で手指を

消毒しましょう。

避難居室の出入口は、常に開放しておきます。

定期的（３０分に１回）に換気を行います。

１日２回（朝・夕）、ご自身の体調を確認してください。

熱や咳など、少しでも体調が悪くなったときは、避難所運

営従事者に申し出てください。

ごみは、所定のごみ箱に分別して捨ててください。

専用区域には立ち入らないでください。

避難所内でのルール
＜感染症対策にご協力ください＞

掲示場所：避難所出入口、避難居室、廊下、掲示板、専用区域の廊下
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Ⅳ 掲示物

７．避難所内でのルール



専用区域から出ないでください。

専用区域内のトイレを使用してください。

ごみは、所定のごみ箱に分別して捨ててください。

居住スペースの清掃は、各自で行ってください。

体調が悪化した場合は、速やかに職員に申し出てください。

食料や物資の配給は、指定の場所で受け取ってください。

家族を含め、来訪者との面会はご遠慮ください。

避難所を退所する際は、必ず職員に申し出てください。

このほか、避難所の利用にあたっては、職員の指示に従っ

てください。

専用区域内に避難されている方へお願い

掲示場所：専用区域の廊下、専用居室
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Ⅳ 掲示物

８．専用区域内に避難されている方へのお願い



１ トイレ使用上の注意

トイレは、きれいに使いましょう。

排水管の安全が確認されるまでは、絶対に水を流さな

いでください。

※水が溢れてしまい、使用できなくなります。

トイレを汚した場合は、お知らせください。

２ 便袋

トイレ利用時に、必ず便袋を便座に取り付けて、使用

しましょう。

使用後は、便袋の空気を抜き、袋の封をきつく縛って

ごみ袋に捨てましょう。

３ 手洗い

石けんやハンドソープで手を洗いましょう。

※水が使用できない場合は、消毒液で手指消毒をしま

しょう。

トイレ使用上のルール

掲示場所：トイレ、手洗い場
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Ⅳ 掲示物

９．トイレ使用上のルール



出典：「避難所ですぐに使える食中毒予防ブック」（東京都）
ＵＲＬ：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/saigai/saigai.html

掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所

32

Ⅳ 掲示物

10．次亜塩素酸消毒液の作り方マニュアル



出典：「避難所ですぐに使える食中毒予防ブック」（東京都）
ＵＲＬ：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/saigai/saigai.html

掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所
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Ⅳ 掲示物

11．トイレ清掃マニュアル



出典：「避難所ですぐに使える食中毒予防ブック」（東京都）
ＵＲＬ：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/saigai/saigai.html

掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所、トイレ等
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Ⅳ 掲示物

12．おう吐物・ふん便処理マニュアル



出典：「避難所でのごみの捨て方について」（環境省）
ＵＲＬ：http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/coronakoho.html

掲示場所：拠点本部、専用区域の職員の待機場所
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Ⅳ 掲示物

13．避難所でのごみの捨て方について（避難所運営従事者用）



出典：「避難所でのごみの捨て方について」（環境省）
ＵＲＬ：http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/coronakoho.html

掲示場所：避難居室、廊下、掲示板

36

Ⅳ 掲示物

14．避難所でのごみの捨て方について（避難者用）
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Ⅴ 様式

［様式１］ 体調確認票（受付時）
［様式１］ 

 

 

 

   月   日  名前         

 該当する項目に“☑”をしてください。  

☐ １．陽性者で自宅療養中ですか？ 

☐ ２．濃厚接触者で健康観察中ですか？ 

（咳・発熱等）  
 

☐ ３．37.5℃以上の発熱はありますか？ 

☐ ４．咳がありますか？ （喘息などの慢性呼吸器

疾患の方は除きます） 

☐ ５．喉の痛みはありますか？ 

☐ ６．息苦しさはありますか？ 

☐ ７．倦怠感、寒気、頭痛、関節痛はありますか？ 

☐ ８．味や臭いを感じられない状態ですか？ 

☐ ９．腹痛、下痢、吐き気、おう吐はありますか？ 

☐ 10．その他（発疹、結膜炎などの症状） 

※１つでも該当する方は、専用居室へ 

                         

☐ １～10 に該当する症状等はありません。 

※発熱等症状のない方は、避難者名簿の記入へ 

体  調  確  認  票 

※過去 10 日以内に次の症状があった方も、 
☑ してください。 
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Ⅴ 様式

［様式２-１］ 健康確認シート（被災生活期）

［
様
式
２

-１
］

 

健
 
康
 
確

 
認

 
シ
 
ー

 
ト

 
  

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

 
年
齢

 
避
難
所
名

 

 
 

 

 

体
温
測
定
 

該
当
す
る
も
の
に
“
☑

”
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

日
付

 
/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

体
温
（
℃
）

 
朝

 
 

 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

息
苦
し
さ

 

★
１
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
“
☑
”
を
記
入

 

 
・
息
が
荒
く
な
っ
た
（
呼
吸
が
早
く
な
っ
た
）

 

 
・
急
に
息
苦
し
く
な
っ
た

 

 
・
少
し
動
く
と
息
が
あ
が
る

 

 
・
胸
の
痛
み
が
あ
る
 

 
・
横
に
な
れ
な
い
・
座
ら
な
い
と
息
が
で
き
な
い

 

 
・
肩
で
息
を
し
た
り
、
ゼ
ー
ゼ
ー
す
る

 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

に
お
い
・
味

 
に
お
い
や
味
を
感
じ
な
い
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

せ
き
・
た
ん

 
せ
き
や
た
ん
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

だ
る
さ

 
全
身
の
だ
る
さ
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

吐
き
気

 

・
お
う
吐

 
吐
き
気
が
あ
る
・
吐
い
た

 
☐

 
☐

 
☐

 
☐

 
☐

 
☐

 
☐

 

下
痢

 
下
痢
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

そ
の
他

 

★
そ
の
他
の
症
状
が
あ
る

 

 
・
食
欲
が
な
い
 

 
・
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、
寒
気

 

 
・
頭
痛
、
腹
痛
、
関
節
・
筋
肉
痛

 

 
・
一
日
中
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い

 

 
・
体
に
ぶ
つ
ぶ
つ
（
発
疹
）
が
出
て
い
る

 

 
・
目
が
赤
く
、
目
や
に
が
多
い

 
な
ど

 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

チ
ェ
ッ
ク
欄
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
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Ⅴ 様式

［様式２-２］ 健康確認シート（被災生活期・感染者用）

［
様
式
２

-２
］
 

健
 
康
 
確

 
認

 
シ
 
ー

 
ト
（
感
染
者
用
）

 
  

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

 
年
齢

 
防
災
拠
点
名

 
 

＊
感
染
者
の
方
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
血
液
中

の
酸
素
飽
和
度
(
Sp
O
2
)を

測
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 

 
 

 

体
温
測
定

 

該
当
す
る
も
の
に
“
☑

”
を

 

し
て
く
だ
さ
い
。

 

日
付

 
/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

/
 

体
温
（
℃
）

 
朝

 
 

 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

朝
 

 
 
℃
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

酸
素
飽
和
度
（
％
）

 
夕

 
 

 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

夕
 

 
 
℃
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

息
苦
し
さ
 

★
１
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
“
☑
”
を
記
入

 

 
・
息
が
荒
く
な
っ
た
（
呼
吸
が
早
く
な
っ
た
）
 

 
・
急
に
息
苦
し
く
な
っ
た

 

 
・
少
し
動
く
と
息
が
あ
が
る

 

 
・
胸
の
痛
み
が
あ
る
 

 
・
横
に
な
れ
な
い
・
座
ら
な
い
と
息
が
で
き
な
い

 

 
・
肩
で
息
を
し
た
り
、
ゼ
ー
ゼ
ー
す
る

 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

に
お
い
・
味
 

に
お
い
や
味
を
感
じ
な
い
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

せ
き
・
た
ん
 

せ
き
や
た
ん
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

だ
る
さ
 

全
身
の
だ
る
さ
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

吐
き
気
 

・
お
う
吐
 

吐
き
気
が
あ
る
・
吐
い
た
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

下
痢
 

下
痢
が
あ
る
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

そ
の
他
 

★
そ
の
他
の
症
状
が
あ
る

 

 
・
食
欲
が
な
い
 

 
・
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、
寒
気
 

 
・
頭
痛
、
腹
痛
、
関
節
・
筋
肉
痛
 

 
・
一
日
中
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い

 

 
・
体
に
ぶ
つ
ぶ
つ
（
発
疹
）
が
出
て
い
る

 

 
・
目
が
赤
く
、
目
や
に
が
多
い

 
な
ど
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

チ
ェ
ッ
ク
欄
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
 

☐
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様
式
３

 

避
 
難

 
者

 
収
 
容

 
状

 
況

 
報

 
告

 
書
 

 

避
難
所
名
：
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 ［
一
般
避
難
者
］

 

月
日

 
時
間

 
一
般
避
難
者

 
要
配
慮
者

 
負
傷
者

 
合
計

 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

※
要
配
慮
者
は
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
な
ど
人
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 ［
感
染
者
等
］

 

月
日

 
時
間

 
感
染
者

 
濃
厚
接
触
者

 
発
熱
・
体
調
不
良
者

 
合
計

 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

男
 

女
 

計
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

/
 

：
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

 

Ⅴ 様式

［様式３］ 避難者収容状況報告書




